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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアルの内容 

本マニュアルは、ユーザーが Gowin EasyCDR IPを使いこなせるよ

う、その特徴、ポート、GUIでの構成、およびリファレンス・デザインな

どについて説明します。本マニュアルに記載のソフトウェア GUIのスク

リーンショットは、Gowinソフトウェア 1.9.9.03バージョンの場合のも

のです。ソフトウェアのアップデートにより、一部の内容が変更される場

合があります。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターのホームページ www.gowinsemi.com/jaか

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100) 

 GW5Aシリーズ FPGA製品データシート(DS1103) 

 GW5ARシリーズ FPGA製品データシート(DS1108) 

 GW5ATシリーズ FPGA製品データシート(DS981) 

 GW5ASTシリーズ FPGA製品データシート(DS1239) 

 GW5ASシリーズ FPGA製品データシート(DS1105) 

 GW5ARTシリーズ FPGA製品データシート(DS1118) 

1.3 用語、略語 

本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を表 1-1に示し

ます。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

ALU Arithmetic Logic Unit 算術論理演算装置 

FPGA Field Programmable Gate Array 
フィールド・プログラマブ

ル・ゲート・アレイ 

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1103J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1108J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS981J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1239J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1105J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1118J.pdf


1本マニュアルについて 
1.4テクニカル・サポートとフ

ィードバック 

 

IPUG1040-1.4J 2(21) 

 

用語、略語 正式名称 意味 

GPIO Gowin Programmable Input/Output 
Gowinプログラマブル汎

用IO 

HCLK High-speed Clock 高速クロック 

IP Intellectual Property 設計資産 

LUT Look-up Table ルックアップテーブル 

PLL Phase-locked Loop 位相同期回路 

PRBS Pseudo-Random Binary Sequence 
擬似ランダム・バイナリ・

シーケンス 

REG Register レジスタ 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWIN セミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供してい

ます。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わ

せください。 

ホームページ: www.gowinsemi.com/ja  

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2概要 

2.1 概要 

Gowin EasyCDR IPは、GPIOに基づいて高速シリアル・データを低

速パラレル・データに変換する機能を提供します。ユーザーはこの IPを

使用して、クロックを必要とせずにシリアル・データ・ストリームを抽出

できます。 

表 2-1 Gowin EasyCDR IPの概要 

Gowin EasyCDR IP 

ロジックリソース 表2-3参照 

提供されるファイル 

設計ファイル Verilog (暗号化) 

リファレンス・デザイン Verilog 

テストベンチ Verilog 

テストおよび設計フロー 

合成ソフトウェア GowinSynthesis 

統合開発環境 Gowin Software（V1.9.9 Beta-5以降） 

注記： 

デバイスのサポート情報は、Gowinセミコンダクターのホームページで確認できます。 

2.2 特徴 

 シリアル・データをパラレル・データに変換 

 データを受信するために外部リファレンス・クロックは不要 

 出力データ幅は 10/16/20/32ビット 

 入力データのラインレートは 0.1 Gbps~2.2 Gbps[1] 

 8B/10Bエンコードされたシリアル・データを識別または解析可能 

注記： 

[1]サポートされる入力データのラインレートの範囲はデバイスによってが異なります。表

2-2を参照してください。 

https://www.gowinsemi.com/en/support/ip/
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表 2-2各デバイスサポートされる入力データのラインレートの範囲 

デバイス ラインレート 

GW5A-25 

0.1 Gbps~2.2 Gbps GW5AR-25 

GW5AS-25 

GW5ART-15 

0.1 Gbps~1.0 Gbps 

GW5AT-15 

GW5A-60 

GW5AT-60 

GW5A-138 

GW5AS-138 

GW5AT-138 

GW5AST-138 

 

2.3 動作周波数 

入力データストリームのラインレートが 1Gbps以下の場合、Gowin 

EasyCDR IP の動作周波数は入力データストリームのラインレートの 8

分の 1です。 

入力データストリームのラインレートが 1Gbpsより高い場合、

Gowin EasyCDR IP の動作周波数は入力データストリームのラインレー

トの 16分の 1です。 

2.3.1 周波数オフセットの許容値 

IPは、1Gbpsのレートで±5000ppmの周波数オフセットを許容でき

ます。周波数オフセットの許容値はレートによって変化し、レートと負の

相関関係があります。 

2.4 リソース使用量 

Gowin EasyCDR IPは、Verilogで実装され、そのパフォーマンスと

リソース使用量は、使用されているデバイスの密度、スピードグレードな

どにより異なるは場合があります。例えば、GW5A(R)-25の場合、デフォ

ルトの構成でのリソース使用量は表 2-3に示すようになります。他のデバ

イスでのリソース使用量については、その最新情報を参照してください。 

表 2-3リソース使用量 

デバイス プログラミング言語 LUTs Registers 

GW5A(R)-25 Verilog HDL 458 294 
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3機能の説明 

3.1 構造 

Gowin EasyCDR IPは、主に RX Mode、Data switch、および Shared 

logicの 3つの部分で構成されます(図 3-1)。 

図 3-1 Gowin EasyCDR IPの構造 

Data SwitchRX Mode
Serial Data

Shared Logic

User Design

IP

Device

FPGA

 
 

 RX Mode：シリアル・データ・ストリームを受信して処理します。  

 Data switch：処理されたデータを解析してパラレル・データに変換し

ます。 

 Shared logic：クロック制御モジュール。3.2 Clockingおよび 3.3 

Resetsを参照してください。 

3.2 Clocking 

FPGAには、GPIOリソースを駆動する高速クロック信号(HCLK)リソ

ースが含まれています。HCLK信号はグループ化されています (1つのグ

ループには 4つの HCLK信号がある)。 各 HCLKグループは固定の GPIO

リソースを駆動し、また対応する PLLリソースによって駆動されます。

各 HCLKグループの周波数は入力データストリームのラインレートによ

り決定され、位相はそれぞれ 0°、90°、180°、270°です。入力デー
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タストリームのラインレートが 1Gbps以下の場合、HCLKの周波数はラ

インレートの 2分の 1です。入力データストリームのラインレートが

1Gbpsより高い場合、HCLKの周波数はラインレートの 4分の 1です。

HCLK、PLL、GPIOの対応関係については、1.2関連ドキュメントにおけ

る FPGA製品データシートを参照してください。 

例えば、GW5A(R)-25シリーズ FPGA製品には、4つの HCLKグル

ープに分割される、16個の HCLKリソースが含まれています。各 HCLK

グループは 2つの BANKの GPIOを駆動でき、また、各 HCLKグループ

は 2つの対応する PLLにより駆動されます。GW5A(R)-25シリーズ

FPGA製品における各 HCLKグループに対応する BANKおよび PLLを表

3-1に示します。 

表 3-1 GW5A(R)-25シリーズ FPGA製品における各 HCLKグループに対応する

BANKおよび PLL 

PLL BANK 

PLL_T/PLL_R[0] BANK0/BANK1 

PLL_R[1]/PLL_B BANK2/BANK3 

PLL_B/PLL_L[1] BANK4/BANK5 

PLL_L[0]/PLL_T BANK6/BANK7 

 

各 HCLKグループには対応する GPIOと PLLがあるため、IPをイン

スタンス化する際には以下の要件に従う必要があります： 

 1つの IPをインスタンス化する場合、IPの受信差動信号（rxp_i/ 

rxn_i）を同じ HCLKグループの GPIOに割り当てる必要がありま

す。 

 複数の IPをインスタンス化する場合、HCLKリソースと PLLリソー

スを節約するために、すべての IPの差動信号をできるだけ同じ

HCLKグループの GPIOに割り当てることを推奨します。 

 PLLを、IPの差動信号が割り当てられた BANKに手動で制約する必

要があります。 例えば、IPの差動信号が BANK0に割り当てられた

場合、PLLを PLL_Tに制約する必要があります。また、PLLをプロ

ジェクトのトップレベルでインスタンス化する必要があります。イン

スタンス名が u_pll_hclkの場合、制約文「INS_LOC 

"u_pll_hclk/PLLA_inst" PLL_T」を cstファイルに書き込みます。 

3.2.1 Shared logic 

IPでは、クロック・ネットワークを構築するには 4つの HCLKリソ

ースを使用する必要があります。複数の IPが同じ HCLKグループ内でイ

ンスタンス化されている場合、すべての IPがこのクロック・ネットワー

クを共有する必要があります。 

Shared Logicは 4つの HCLKによって構築されたクロック・ネット

ワークです。ユーザーは必要に応じて IPに Shared Logicを含めるかどう
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かを選択できます。 

IPの出力データとクロックの関係は次のとおりです。 

 Shared Logicオプションで Insideを選択すると、IPが出力するパラ

レル・データは、IPが出力する share_clk4_oと同期します。 

 Shared Logicオプションで Outsideを選択すると、IPが出力するパラ

レル・データは、IPに入力する share_clk4_iと同期します。 

ユーザーデザインでは、PLL出力クロックの周波数は入力データスト

リームのラインレートによって決まります。入力データストリームのライ

ンレートが 1Gbps以下の場合、PLL出力クロックの周波数はラインレート

の 2 分の 1 で、入力データストリームのラインレートが 1Gbps より高い

場合、PLL出力クロックの周波数はラインレートの 4分の 1です。下図に

示すように、例えば、ラインレートが 0.5Gbpsの場合、PLL出力クロック

の周波数は 250MHzになります。 

単一の IP 

HCLKグループ内で単一の IPのみがインスタンス化されている場

合、その IPにはクロック・ネットワークの構築に使用される Shared 

Logicを含める必要があります。単一 IPの場合におけるクロック・ロジ

ックと IPの接続関係を図 3-2に示しています。 

図 3-2単一 IPの場合におけるクロック・ロジックと IPの接続関係 

PLL

IP

(With Shared Logic)

reset

clkout0

clkout2

clkout1

clkout3

lock

clkin

pll_clkin_i

pll_clkout1_i

pll_clkout0_i

pll_clkout2_i

pll_clkout3_i

pll_lock_i

250Mhz 0°

250Mhz 90°

250Mhz 180°

250Mhz 270°

lock

User Design

share_clk0_o

share_clk2_o

share_clk1_o

share_clk3_o

share_clk4_o

share_reset_o

Serial data (Line rate=0.5Gbps)

 

複数の IP 

HCLKグループ内で 2つ以上の IPがインスタンス化されている場

合、クロック・ネットワークの共有を実現するには、1つの IPのみに

Shared Logicを含めるようにする必要があります。複数 IPの場合におけ

るクロック・ロジックと IPの接続関係を図 3-3に示しています。 
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図 3-3複数 IPの場合のクロック・ロジックと IPの接続関係 

PLL

IP

(With Shared Logic)

reset

clkout0

clkout2

clkout1

clkout3

lock

clkin

pll_clkin_i

pll_clkout1_i

pll_clkout0_i

pll_clkout2_i

pll_clkout3_i

pll_lock_i

250Mhz 0°

250Mhz 90°

250Mhz 180°

250Mhz 270°

lock

share_clk0_o

share_clk2_o

share_clk1_o

share_clk3_o

share_clk4_o

share_reset_o

IP

(Without Shared Logic)

share_clk0_i

share_clk2_i

share_clk1_i

share_clk3_i

share_clk4_i

share_reset_i

IP

(Without Shared Logic)

share_clk0_i

share_clk2_i

share_clk1_i

share_clk3_i

share_clk4_i

share_reset_i

Serial data(Line rate=0.5Gbps)

Serial data(Line rate=0.5Gbps)

Serial data(Line rate=0.5Gbps)

 

3.3 Resets 

IPは 2つのリセット方法をサポートしています。1つのリセット方法

は、HCLKグループ内のすべての IP をリセットするために使用されま

す。つまり、PLLをリセットして Shared logicを制御し、HCLKグループ

内のすべての IPをリセットします。もう 1つのリセット方法は、IPを個

別にリセットするために使用されます。この 2つのリセット方法の論理接

続を図 3-4に示します。 

図 3-4 IPの 2つのリセット方法の論理接続 

PLL

IP

（With Shared Logic）
reset lock

rstn_i

pll_lock_i
lock

User Design

share_reset_o

IP

（Without Shared Logic）
share_reset_irstn_i

IP

（Without Shared Logic）
share_reset_irstn_i
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3.4 GPIO 

IPの差動信号 rxp_iおよび rxn_i は、LVDSをサポートする GPIOに

割り当てる必要があります。LVDSをサポートする GPIOの情報について

は、『GW5A-25デバイス Pinout(UG985)』を参照してください。 

入力データストリームのラインレートが 1Gbps以下の場合、IPはデ

ータ処理用に、割り当てられた GPIOの IODELAYのみを占有します。入

力データストリームのライン レートが 1Gbpsより高い場合、IPはデー

タ処理用にさらに、隣接する GPIOの IODELAYを借用し、このとき、こ

の隣接する GPIOにはピンを割り当てることができなくなります。借用の

ルールは次のとおりです。 

 割り当てられた GPIOと借用された GPIOは、同じ IOT/IOR/IOB/IOL

に属します。 

 割り当てられた GPIOに隣接する、ピン名の番号が比較的小さい

GPIOを借用します。 

 借用された GPIOも、LVDSをサポートする GPIOである必要があり

ます。 

 ボンディングされていないピンを借用することもできます。 

注記： 

GPIOの隣に借用できる IODELAYがない場合、この GPIOに IPを割り当てることはでき

ません。 

例えば、GW5A(R)-25 FPGAの場合、BANK7(UG324パッケージ)に

は LVDSをサポートする GPIOが 13ペアあります。入力データストリー

ムのラインレートが 1Gbps以下の場合、IPの差動信号 rxp_iおよび rxn_i

を 13ペアのうちいずれかの GPIOペアに割り当てることができます。入

力データストリームのラインレートが 1Gbpsより高い場合、IPの差動信

号 rxp_iと rxn_iを、H4(IOT1A)と H3 (IOT1B)を除く 12ペアのうちいず

れかの GPIOペアに割り当てることができます。 

例えば、IPの差動信号 rxp_iと rxn_iが L7(IOT21A)と K6(IOT21B)に

割り当てられている場合、IPは D2(IOT19A)と D1(IOT19B)に対応する

IODELAYをさらに借用し、このとき、D2と D1にはピンを割り当てるこ

とができなくなります。IPの差動信号 rxp_iと rxn_iが G3(IOT7A)と

G1(IOT7B)に割り当てられている場合、IPは IOT5Aと IOT5Bに対応す

る IODELAYをさらに借用します(IOT5Aと IOT5Bは UG324パッケージ

においてボンディングされていません)。H4(IOT1A)と H3(IOT1B)には借

用可能な GPIOがないため、IPの差動信号 rxp_iと rxn_iをここに割り当

てることができません。 

下図に、BANK7(UG324パッケージ)の 13ペアの LVDS対応 GPIOを

示します。 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/UG985J.pdf
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図 3-5 BANK7(UG324パッケージ)の 13ペアの LVDS対応 GPIO 

 

3.5 DATA 

IPはシリアル信号をパラレル・データに変換して出力すると同時

に、その後のデータ処理のためにクロック周波数を下げます。 

IPのWord Alignmentと 8B/10B Decodingが有効にされていない場

合、IPは受信データを dout_en_oと dout_oを介して出力します。

dout_en_oが 1の時、受信データは、dout_o経由で出力されます(LSBフ

ァースト)。Word Alignmentと 8B/10B Decodingが有効にされていない場

合のデータ出力を下図に示します。 

図 3-6 Word Alignmentと 8B/10B Decodingが有効にされていない場合のデータ出

力 

 

3.5.1 Word Alignment 

Word Alignmentでは、IPは設定された Kキャラクタに従って受信デ

ータをアライメントして出力します。Word Alignmentは、入力データス

トリームのラインレートが 1Gbps以下で、dout_oの幅が 10ビットの場

合にのみ選択できます。 

1である align_flag_oは、受信データのアライメントが成功したこと

を示し、dout_en_oも同時に 1である場合、dout_oはアライメントされ

たデータを出力します(LSBファースト)。0である align_flag_oは、受信

データのアライメントが失敗したことを示し、この場合、IPはデータを

出力しません。Word Alignmentが有効にされた場合のデータ出力を下図

に示します。 
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図 3-7 Word Alignmentが有効にされた場合のデータ出力 

 

3.5.2 8B/10B Decoding 

8B/10B Decodingでは、IPは受信データに対して 8B/10Bデコードを

実行し、エンコード前のデータに復元します。8B/10B Decodingは、入力

データストリームのラインレートが 1Gbps以下、dout_oの幅が 10ビッ

ト、Word Alignmentが有効にされた場合にのみ選択できます。 

1である align_flag_oは、受信データのアライメントが成功したこと

を示し、dout_en_oも同時に 1である場合、dout_oは 8B/10Bデコード

されたデータを出力します。0である align_flag_oは、受信データのアラ

イメントが失敗したことを示し、この場合、IPはデータを出力しませ

ん。dout_en_oが 1の場合、0である error_oは、dout_oのデコード中に

エラーがなかったことを示し、1である error_oは、dout_oのデコード中

に不一致エラーまたはデータエラーが発生したことを示します。8B/10B 

Decodingが有効にされていない場合のデータ出力を下図に示します。 

図 3-8 8B/10B Decodingが有効にされた場合のデータ出力 

 
 

デコードされたデータ dout_oは、Kキャラクタ識別子とデータの 2

つの部分で構成されます。1である Kキャラクタ識別子は、データが K

キャラクタであることを示し、0である Kキャラクタ識別子は、データが

Dキャラクタであることを示します。dout_oは、上位ビットから下位ビ

ットの順に 1ビットの 0、1ビットの Kキャラクタ識別子、および 8ビッ

トのデータからなります。8B/10B Decodingが有効にされた場合の

dout_oのデータフォーマットを下図に示します。 

表 3-2 8B/10B Decodingが有効にされた場合の dout_oのデータフォーマット 

Bit 9 8 7:0 

意味 常に0 Kキャラクタ識

別子 

データ 
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4ポートの説明 

Gowin EasyCDR IPのポート図を図 4-1に示します。 

図 4-1 EasyCDR IPのポート図 

rxp_i

rxn_i

rstn_i

pll_clkin_i

pll_clkout0_i

pll_clkout1_i

pll_clkout2_i

pll_clkout3_i

pll_lock_i

share_clk0_i

share_clk1_i

share_clk2_i

share_clk3_i

share_reset_i

dout_en_o

share_clk0_o

share_clk1_o

share_clk2_o

share_clk3_o

share_clk4_o

share_reset_o

share_clk4_i

dout_o[N-1:0]

error_o

align_flag_o

 
注記： 

 は、Shared logicオプションで Insideを選択した場合に存在するポートを示

します。 

 は、Shared logicオプションで Outsideを選択した場合に存在するポートを

示します。 

 は、Word Alignmentを選択した場合に存在するポートを示します。 

 は、Word Alignmentと Enable 8B/10B Decodingを選択した場合に存在する

ポートを示します。 

信号の定義 

表 4-1 EasyCDRの信号の定義 

番号 信号名 タイプ 幅(ビット) 説明 

1 rxp_i 入力  1 受信差動信号、P側 
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番号 信号名 タイプ 幅(ビット) 説明 

2 rxn_i 入力  1 受信差動信号、N側 

3 rstn_i 入力  1 リセット信号、アクティブLow 

4 pll_clkin_i 入力  1 PLLのリファレンス・クロック 

5 pll_clkout0_i 入力  1 PLLのチャネル0のクロック信号。その位相は0° 

6 pll_clkout1_i 入力  1 PLLのチャネル1のクロック信号。その位相は90° 

7 pll_clkout2_i 入力  1 PLLのチャネル2のクロック信号。その位相は180° 

8 pll_clkout3_i 入力  1 PLLのチャネル3のクロック信号。その位相は270° 

9 pll_lock_i 入力  1 PLLロック信号、アクティブHigh 

10 share_clk0_o 出力  1 共有クロック出力1。その位相は0° 

11 share_clk1_o 出力  1 共有クロック出力2。その位相は90° 

12 share_clk2_o 出力 1 共有クロック出力3。その位相は180° 

13 share_clk3_o 出力 1 共有クロック出力4。その位相は270° 

14 share_clk4_o 出力 1 共有クロック出力5 

15 share_reset_o 出力 1 共有リセット出力、アクティブHigh 

16 share_clk0_i 入力 1 共有クロック入力1。その位相オフセットは0° 

17 share_clk1_i 入力 1 共有クロック入力2。その位相オフセットは90° 

18 share_clk2_i 入力 1 共有クロック入力3。その位相オフセットは180° 

19 share_clk3_i 入力 1 共有クロック入力4。その位相オフセットは270° 

20 share_clk4_i 入力 1 共有クロック入力5 

21 share_reset_i 入力 1 共有リセット入力、アクティブHigh 

22 dout_en_o  出力 1 パラレル・データのイネー

ブル、アクティブHigh 
Shared Logicオプショ

ンでInsideを選択する

と、share_clk4_oと同

期します。 

Shared Logicオプショ

ンでOutsideを選択す

ると、share_clk4_iと

同期します。 

23 dout_o 出力 32/20/16/
10 

パラレル・データ出力、

LSBファースト 

24 align_flag_o 出力 1 データ・アライメントの指

示、アクティブHigh 

25 error_o 出力 1 出力エラーの指示、アクテ

ィブHigh 



5呼び出しと構成 5.1 IPの呼び出し 

 

IPUG1040-1.4J 14(21) 

 

5呼び出しと構成 

5.1 IPの呼び出し 

Gowinソフトウェア GUIの「 」、または「メニューバー > Tools > 

IP Core Generator」をクリックして、IPを呼び出し・構成することがで

きます。 

1. IP Core Generatorを開く 

プロジェクトが作成された後、「IP Core Generator」オプションをク

リックして Gowinの IPコア生成ツールを開きます(図 5-1)。 

図 5-1 IP Core Generatorの画面 

 
 

2. IPを開く 

「Soft IP Core > Interface and Interconnect > EasyCDR」をダブルク
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リックして EasyCDR IPの構成画面を開きます(図 5-2)。 

図 5-2 EasyCDRの構成画面 

 
 

 「File Name」フィールドでファイルの名前を構成できます。 

 「Module Name」フィールドでトップ・モジュールの名前を構成でき

ます。 

 「Options」タブでその他のオプションを構成できます。 

5.2 IPの構成 
表 5-1 IPの構成オプション 

オプション 説明 

RX Line Rate 受信信号のラインレート。範囲は0.1～2.2Gbps 

Data Width 

出力パラレル・データの幅： 

 RX Line Rateが1Gbps以下の場合、10と16を選択可能で

す。 

 RX Line Rateが1Gbpsより高い場合、20と32を選択可能で

す。 

Shared logic 

共有クロック・ロジック。実際の状況に応じて選択してくださ

い。 

 Insideを選択すると、その他のインスタンス化されたIPのた

めに共有クロックを出力します。 

 Outsideを選択すると、共有クロックを受信します(出力し

ない)。 
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オプション 説明 

Word Alignment 

ワード・アライメント機能。チェックした場合、1である

align_flag_oは、アライメントが成功したことを示します。RX 

Line Rateが1Gbps以下で、dout_oの幅が10ビットの場合にのみ

選択できます。 

Pattern 

ワード・アライメント用のpatternを選択します(12種類あり)。

Word Alignmentオプションがチェックされた場合に選択できま

す。 

Enable 8B/10B 
Decoding 

8B/10B Decoding機能。Word Alignmentオプションがチェック

された場合に選択できます。 

Delay Step 0 
IODELAYの遅延値0。この値はソフトウェアによって自動的に

生成されるものであり、変更することはできません。 

Delay Step 1 
IODELAYの遅延値1。この値はソフトウェアによって自動的に

生成されるものであり、変更することはできません。 

Delay Step 2 
IODELAYの遅延値2。この値はソフトウェアによって自動的に

生成されるものであり、変更することはできません。 

Delay Step 3 
IODELAYの遅延値3。この値はソフトウェアによって自動的に

生成されるものであり、変更することはできません。 
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6リファレンス・デザイン 

詳細については、GOWINのホームページにおける EasyCDR IPリフ

ァレンス・デザインを参照してください。 

6.1 リファレンス・デザイン 1 

6.1.1 ハードウェア・プラットフォーム 

このセクションでは、GW5A(R)-LV25UG324&EV25UG324S_V1開

発ボードで IPを実装する方法(Gowin EasyCDR RefDesign)を紹介しま

す。その構造は図 6-1に示すとおりです。 

図 6-1リファレンス・デザイン 1の構造 

pll_hclk_tx tx_module_top

prbs_inspector

motivation_response

EasyCDR IPboard_clk

50MHZ

rxp_i rxn_itxp_otxn_o

share_clk4

dout_en

dout[9:0]

FPGA

board：GW5A-LV25UG324&EV25UG324S_V1

CN33

CN34

CN18

CN20

inspect_err inspect_lock[1:0]

pll_hclk

rstn inspect_clear

 
 

1. FPGA内のすべてのクロックは、50MHzのオンボードの水晶発振器

により生成されます。 

2. キーSW2(rstn)は、FPGAの内部モジュールをリセットするために使

用されます。アクティブ Low。 

3. キーSW3(inspect_clear)は、データ検出結果をクリアするために使用

されます。アクティブ Low。 

4. LED D8(inspect_lock[0])は、現在のデータ受信の安定状態を示し、

https://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_EasyCDR_RefDesign.zip
https://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_EasyCDR_RefDesign.zip
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Highレベルは安定したデータ受信を示します。 

5. LED D9(inspect_lock[1])は、データ受信の安定状態を示し、Highレベ

ルはデータ受信に不安定な状態が発生したことを示します。 

6. LED D11(inspect_err)は、データ受信のエラーを示し、Highレベルは

データ受信中にエラーが発生したことを示します。 

7. SMAインターフェースの CN33および CN34は、送信側の差動ペア

であり、ライン レートは 1Gbpsです。 

8. SMAインターフェースの CN18および CN20は、受信側の差動ペア

です。 

6.1.2 動作原理 

このテストシステムのクロックは、オンボードの水晶発振器により提

供されています。 

1. pll_hclkと pll_hclk_tx、システムに必要なクロックを生成します。 

2. tx_module_topは、擬似ランダム差動シリアル・データ・ストリーム

を生成してオンボード SMAインターフェース CN33および CN34に

出力します。 

3. CN33と CN34は無線周波数ケーブルを介してそれぞれ CN18と

CN20に接続され、データ・ストリームはこれらを介して IPに送信さ

れます。 

4. IPは入力データ・ストリームを解析し、解析されたデータを検出のた

めに prbs_inspectorに送信します。検出結果は、inspect_errおよび

inspect_lockに出力されます。また、Gowinアナライザオシロスコー

プ( )を通じて確認することもできます。 

6.1.3 パラメータの構成 

ユーザーは、オンボード水晶発振器からの入力クロック(50MHz)に基

づいて、必要に応じて PLLを利用して必要な周波数のクロックを取得で

きます (現在のハードウェア・プラットフォームは、デフォルトで 0.1～

1Gbpsのシリアル・ラインレートをサポートしています)。 

6.1.4 操作手順 

1. Gowinソフトウェア (Gowin_V1.9.9.03以降) を開きます > リファレ

ンス・デザインのプロジェクトを開いてトップレベル・ファイルを設

定します > ルーチンをコンパイルします > 生成されたビットストリ

ームファイル (ao.fs)をボードにダウンロードします。 

2. ツールバー > Gowin Analyzer Oscilloscope ( ) > を実行して、その

結果を観察します。 
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6.2 リファレンス・デザイン 2 

6.2.1 ハードウェア・プラットフォーム 

このセクションでは、GW5A(R)-LV25UG324&EV25UG324S_V1開

発ボードで IPを実装する方法(Gowin EasyCDR RefDesign Exceed 

1Gbps)を紹介します。その構造は図 6-2に示すとおりです。 

図 6-2リファレンス・デザイン 2の構造 

pll_hclk_tx tx_module_top

prbs_inspector

motivation_response

EasyCDR IPboard_clk

50MHZ

rxp_i rxn_itxp_otxn_o

share_clk4

dout_en

dout[19:0]

FPGA

board：GW5A-LV25UG324&EV25UG324S_V1

CN33

CN34

CN29

CN30

inspect_err inspect_lock[1:0]

pll_hclk

rstn inspect_clear

 

 

1. FPGA内のすべてのクロックは、50MHzのオンボードの水晶発振器

により生成されます。 

2. キーSW2(rstn)は、FPGAの内部モジュールをリセットするために使

用されます。アクティブ Low。 

3. キーSW3(inspect_clear)は、データ検出結果をクリアするために使用

されます。アクティブ Low。 

4. LED D8(inspect_lock[0])は、現在のデータ受信の安定状態を示し、

Highレベルは安定したデータ受信を示します。 

5. LED D9(inspect_lock[1])は、データ受信の安定状態を示し、Highレベ

ルはデータ受信に不安定な状態が発生したことを示します。 

6. LED D11(inspect_err)は、データ受信のエラーを示し、Highレベルは

データ受信中にエラーが発生したことを示します。 

7. SMAインターフェースの CN33および CN34は、送信側の差動ペア

であり、ライン レートは 1.2Gbpsです。 

8. SMAインターフェースの CN29および CN30は、受信側の差動ペア

です。 

6.2.2 動作原理 

このテストシステムのクロックは、オンボードの水晶発振器により提

供されています。 
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1. pll_hclkと pll_hclk_tx、システムに必要なクロックを生成します。 

2. tx_module_topは、擬似ランダム差動シリアル・データ・ストリーム

を生成してオンボード SMAインターフェース CN33および CN34に

出力します。 

3. CN33と CN34は無線周波数ケーブルを介してそれぞれ CN29と

CN30に接続され、データ・ストリームはこれらを介して IPに送信さ

れます。 

4. IPは入力データ・ストリームを解析し、解析されたデータを検出のた

めに prbs_inspectorに送信します。検出結果は、inspect_errおよび

inspect_lockに出力されます。また、Gowinアナライザオシロスコー

プ( )を通じて確認することもできます。 

6.2.3 パラメータの構成 

ユーザーは、オンボード水晶発振器からの入力クロック(50MHz)に基

づいて、必要に応じて PLLを利用して必要な周波数のクロックを取得で

きます (現在のハードウェア・プラットフォームは、デフォルトで

1.0001～2.2Gbpsのシリアル・ラインレートをサポートしています)。 

6.2.4 操作手順 

1. Gowinソフトウェア (Gowin_V1.9.9.03以降) を開きます > リファレ

ンス・デザインのプロジェクトを開いてトップレベル・ファイルを設

定します > ルーチンをコンパイルします > 生成されたビットストリ

ームファイル (ao.fs)をボードにダウンロードします。 

2. ツールバー > Gowin Analyzer Oscilloscope ( ) > を実行して、その

結果を観察します。
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7提供されるファイル 

提供されるファイルには主に、ドキュメントおよびリファレンス・デ

ザインが含まれています。 

7.1 ドキュメント 

フォルダにはユーザーガイド(PDFファイル)があります。 

表 7-1ファイル一覧 

名称 説明 

Gowin EasyCDR IPユーザーガイド
(IPUG1040) 

つまり、本マニュアル 

7.2 リファレンス・デザイン 
表 7-2ファイル一覧 

ファイル名 説明 

top.v トップレベル・ファイル(暗号化されていない)。インタ

ーフェース情報を提供します。 

easycdr EasyCDR IP関連ファイルが含まれるEasyCDR IPフ

ォルダ(暗号化) 

pll_hclk PLLフォルダ (暗号化されていない )。オンボード

50MHzクロックをリファレンス・クロックとして、

EasyCDR IPに必要なクロックを生成します 

pll_hclk_tx PLLフォルダ (暗号化されていない )。オンボード

50MHzクロックをリファレンス・クロックとして、

tx_module_topに必要なクロックを生成します 

motivation_response.v スティミュラス・検出ファイル(暗号化されていない) 

fpga_project.cst 物理制約ファイル(暗号化されていない)。カスタマイ

ズ可能。 

fpga_project.sdc タイミング制約ファイル(暗号化されていない)。カス

タマイズ可能。 

fpga_project.rao gaoファイル(暗号化されていない)。カスタマイズ可

能。 
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